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１月11日㈰　勤労青少年ホームほか
　瀬波地区青少年健全育成会主催の第50回
百人一首かるた大会が行われました。冬休み

に練習した成果を発揮しようと、大会に臨む

子どもたちの目は真剣そのもの。上の句が詠

まれると、「はい」と威勢のいい声とともに、

かるたに向かって素早く手を伸ばしました。

半世紀続く伝統の大会
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洋
上
風
力
発
電
っ
て
何
？

　

洋
上
風
力
発
電
と
は
、
海
洋
上
に
お
け
る
風

力
発
電
の
こ
と
で
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な
く
、
陸
上
よ

り
も
大
き
な
電
力
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
発
電
事
業
と
し
て
脚
光
を
浴
び

て
い
ま
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
に
は
、
風
車
を
海
底
に
埋
め

込
む
「
着
床
式
」
と
、
海
に
浮
か
せ
る
「
浮
体

式
」
の
２
種
類
あ
り
、
岩
船
沖
は
遠
浅
な
こ
と

か
ら
「
着
床
式
」
が
適
し
て
い
ま
す
。

　

海
の
上
に
風
車
を
建
て
て
発
電
す
る
「
洋
上
風
力
発
電
」。
風
資
源
に

恵
ま
れ
遠
浅
な
岩
船
沖
は
、
洋
上
風
力
発
電
導
入
の
可
能
性
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
の
実
現
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
地
域
経
済
へ
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
地
域
を
は
じ
め
市
民
み
な
さ
ん
の

理
解
と
協
力
の
も
と
、
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

教
え
て
！
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電

特集

着床式洋上風力発電のイメージ図
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ど
ん
な
事
業
な
の
？

　

岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
は
、
岩
船
の
沖
合
約

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
、
水
深
10
メ
ー
ト
ル
か
ら

35
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
荒
川
か
ら
三
面
川
ま
で
の

約
２
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
海
域
に
、
着
床
式

の
風
車
を
数
十
基
設
置
す
る
も
の
で
、
20
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
大
規
模
な
洋
上
風
力
発
電
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
規
模
は
一
般
家
庭
の
約
15
万
世
帯
以
上

の
年
間
消
費
電
力
に
相
当
す
る
も
の
で
、
こ
の

よ
う
な
海
域
で
の
大
規
模
な
洋
上
風
力
発
電
と

し
て
は
、
国
内
で
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

岩船沖洋上風力発電の対象海域想定図

こ
れ
ま
で
の
経
過
は
？

研
究
会
の
設
置

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
25
年
６
月
に
名
古
屋
大

学
ら
研
究
機
関
が
、
岩
船
沖
に
お
け
る
大
規
模

な
洋
上
風
力
発
電
構
想
を
、
本
市
に
提
案
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
に
は
、
漁
業
関
係
者
を
は
じ

め
地
域
の
関
係
者
や
学
識
経
験
者
ら
で
「
岩
船

沖
洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
研
究
会
」
を
設
置

し
、
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
導
入
の
可
能
性
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
、
６
項
目

の
配
慮
す
べ
き
事
項
を
付
し
「
岩
船
沖
に
お
け

る
洋
上
風
力
発
電
事
業
の
実
現
の
可
能
性
は
高

く
、
事
業
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

べ
き
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

研究会の様子

講
演
会
や
課
外
授
業

　

洋
上
風
力
を
地
域
住
民
や
市
民
の
み
な
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
こ
れ
ま
で
講
演
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
名
古
屋
大
学
の
安
田
教

授
を
講
師
に
招
き
、
平
成
26
年
６
月
か
ら
７
月

に
か
け
て
、
岩
船
沖
の
近
隣
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ

地
域
講
演
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
９
月
に
は
教

育
情
報
セ
ン
タ
ー
で
市
民
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
た
９
月
に
岩
船
沖
の
近
隣
小
学
校
３
校
で

課
外
授
業
を
行
い
、
洋
上
風
力
の
知
識
を
深
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。

推
進
委
員
会
を
設
立

　

研
究
会
の
結
論
や
、
市
議
会
で
「
岩
船
沖
洋

上
風
力
発
電
事
業
の
導
入
推
進
に
関
す
る
決

議
」
が
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
で
は
、
岩
船

沖
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
村
上
市
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
推
進

委
員
会
」
を
平
成
26
年
11
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
会
は
市
の
条
例
で
定
め
た
機
関
で
、

発
電
事
業
者
の
評
価
選
定
や
、
計
画
に
関
す
る

協
議
調
整
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地域講演会の様子

小学校課外授業の様子
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心
配
さ
れ
る
こ
と
は
？

　

洋
上
風
力
発
電
が
で
き
る
こ
と
で
、
い
く
つ

か
心
配
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
研
究
会
で
報
告
さ
れ
た
６
項
目

の
配
慮
す
べ
き
事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
対
す
る

配
慮

　

洋
上
風
力
発
電
の
風
車
か
ら
発
せ
ら
れ
る
低

周
波
音
や
振
動
な
ど
が
、
地
域
住
民
の
生
活
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

考
え
、
影
響
の
可
否
に
つ
い
て
十
分
調
査
す
る

と
と
も
に
、
関
係
住
民
の
意
見
等
を
十
分
に
踏

ま
え
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
環
境
に
対
す
る

配
慮
が
必
要
で
す
。

景
観
と
の
調
和

　

洋
上
風
力
発
電
の
整
備
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
固
有
の
里
地
里
山
の
風
景
や
美
し

い
景
観
と
調
和
す
る
よ
う
に
配
慮
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
風
車
の
景
観
が
観
光
資
源
と
し
て
活
か

さ
れ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
配
慮
が
必

要
で
す
。

期
待
さ
れ
る
こ
と
は
？

地
球
温
暖
化
対
策
に
有
効

　

地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
は
、
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
規
模
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
洋
上
風
力
発
電
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
極
め
て
有
効
な
発
電
で
あ
り
、
他
の

地
域
の
模
範
と
な
る
も
の
で
す
。

地
域
に
も
た
ら
す
経
済
効
果

　

洋
上
風
力
発
電
が
実
現
す
れ
ば
、
大
勢
の
就

労
者
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
雇
用
が
図

ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
か
ら
も
大
勢

の
就
労
者
が
入
っ
て
く
る
こ
と
で
消
費
が
拡
大

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
風
車
の
並
ぶ
景
観
を
観
光
資
源
に
活
か

す
こ
と
で
、
集
客
効
果
や
知
名
度
が
高
ま
り
、

観
光
は
も
と
よ
り
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は
、

市
の
行
政
運
営
に
も
多
大
な
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
か
ら
、
本
市
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

洋
上
風
力
で
地
域
活
性

　

洋
上
風
力
発
電
事
業
は
、
大
き
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
地
域

に
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
注

目
さ
れ
る
の
が
、「
仕
事
が
増
え
る
こ
と
」、

「
人
口
が
増
え
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
地
域

が
盛
り
上
が
る
こ
と
」、
の
３
つ
で
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
に
は
、
製
造
、
組
立
、

整
備
、
運
営
な
ど
の
直
接
的
な
こ
と
の
ほ

か
、
そ
れ
ら
を
間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
な
ど
、
多
く
の
仕
事
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
地
域
に
仕
事
が
増
え
る
と
な

れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
生
活
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
衣
食
住
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
需

要
が
生
ま
れ
、
そ
の
需
要
に
応
え
る
サ
ー

ビ
ス
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
仕
事
、

人
口
、
消
費
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
を
盛
り
上
げ
る
可
能
性
が
大
い
に
期

待
で
き
ま
す
。

　

村
上
市
は
、
北
前
船
の
交
易
に
よ
り
商

港
、
漁
港
と
し
て
栄
え
た
港
町
と
し
て
の

歴
史
も
あ
り
ま
す
。
洋
上
風
力
発
電
事
業

の
実
現
で
、
か
つ
て
北
前
船
で
賑
わ
っ
た

時
代
が
よ
み
が
え
り
、
こ
の
地
域
が
大
い

に
活
性
化
す
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

名古屋大学

安田公昭　教授
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こ
れ
か
ら
の
予
定
は
？

発
電
事
業
予
定
者
の
選
定

　

平
成
26
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
岩
船

沖
洋
上
風
力
発
電
に
意
欲
の
あ
る
事
業
者
か
ら

企
画
提
案
書
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

複
数
の
事
業
者
か
ら
応
募
が
あ
り
、
現
在
、

評
価
選
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
月
中
に

推
進
委
員
会
で
発
電
事
業
予
定
者
が
決
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

特
定
の
開
発
事
業
を
行
う
と
き
、
建
設
前
に

あ
ら
か
じ
め
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
を
行
う

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
環
境
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
か
を
調
査
・
予
測
・
評
価
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
多
く
の
人
か
ら
意

見
を
聞
き
、
よ
り
良
い
事
業
計
画
を
作
り
上
げ

て
い
く
制
度
で
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
事
業
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

は
、
発
電
事
業
者
自
ら
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

工
事
の
時
期

　

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
要
す
る
期
間
は
約
３

年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
許
認
可
な

ど
の
手
続
き
を
経
て
工
事
に
入
り
ま
す
の
で
、

工
事
開
始
は
早
く
て
も
平
成
31
年
以
降
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
建
設
す
る
規
模
に
も

よ
り
ま
す
が
、
工
事
開
始
か
ら
２
、
３
年
で
完

了
し
運
転
開
始
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
の
役
割

　

こ
の
事
業
は
、
民
間
事
業
者
が
自
己
資
金
で

整
備
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
市
は

地
域
関
係
者
と
事
業
者
間
の
調
整
を
行
う
な
ど
、

主
に
側
面
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
事
業
の
計
画
や
進
展
状
況
な
ど
、
説

明
会
や
市
報
な
ど
を
通
し
て
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

自
然
環
境
の
保
全
と
の
調
和

　

洋
上
風
力
発
電
が
周
辺
の
野
生
動
植
物
や
自

然
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
考
え
、
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
を
十
分
調

査
し
、
自
然
環
境
の
保
全
と
の
調
和
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
海
岸
浸
食
へ
の
影
響
や
、
三
面
川
と
荒

川
を
遡
上
す
る
鮭
、
マ
ス
、
ア
ユ
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
特
に
配
慮
が
必
要
で
す
。

漁
業
関
係
者
お
よ
び
岩
船
港
利
用

者
と
の
調
整

　

風
車
の
設
置
場
所
を
決
め
る
と
き
は
、
漁
業

関
係
者
を
は
じ
め
粟
島
汽
船
や
貨
物
船
な
ど
の

岩
船
港
利
用
者
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
調

整
が
必
要
で
す
。

地
元
と
の
情
報
・
意
見
の
共
有

　

地
域
合
意
の
も
と
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
社
会
と
の
良
好
な
関
係
を
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
説
明
会
な
ど
を
開

催
し
、
地
元
へ
の
適
切
な
情
報
共
有
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

地
域
の
発
展
に
資
す
る
取
組
の
検
討

　

洋
上
風
力
発
電
に
よ
り
地
域
の
発
展
を
最
大

限
に
も
た
ら
す
た
め
に
、
発
電
事
業
者
と
地
域

関
係
者
お
よ
び
行
政
と
が
連
携
し
、
地
域
の
発

展
に
資
す
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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新春文芸
入選作品発表

特
　
選

貴
賎
な
く
恵
み
賜
る
日
輪
を
卆
寿
で
拝
む
初
日
て
ふ
今
朝

	

板
垣
　
刃一
雄

【
選
評
】　
卆
寿
の
作
者
ら
し
い
重
厚
な
表
現
、敬
虔
な
姿
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

佳
　
作

初
茜
鷲
ケ
巣
山
の
玉
水
を
朱
鷺
色
に
染
め
海
へ
と
送
る

	

鈴
木
　
正
芳

【
選
評
】　
三
面
の
流
れ
を「
初
茜
」を
主
役
と
し
清
冽
に
、神
秘
的
に
詠
ん
で
い
る
。

海
凪
げ
ば
岩
場
に
海
苔
を
摘
む
人
の
ち
ら
ほ
ら
見
ゆ
る
初
春
の
浜

	

佐
藤
　
壯
子

【
選
評
】　
凪
を
逃
さ
ず
岩
海
苔
を
摘
む
人
の
点
在
、地
域
性
の
確
か
な
情
緒
が
良
い
。

老
人
カ
ー
押
し
て
寄
り
合
う
短う

歌た

仲
間
些
細
な
幸
に
歳
重
ね
ゆ
く

	

大
滝
　
ミ
ツ

【
選
評
】　
睦
ま
じ
い
情
景
に
、し
み
じ
み
と
し
た
人
生
へ
の
感
慨
が
心
に
響
い
て
来
る
。

太
き
梁
頭
を
下
に
千
匹
の
鮭
は
干
さ
れ
て
初
日
を
浴
ぶ
る

	

萩
原
　
智
子

【
選
評
】　
壮
観
で
も
あ
る
鮭
の
隊
列
、今
年
も
登
場
し
た
村
上
な
ら
で
は
の
一
首
に
な
る
。

短
歌
「
新
春
雑
詠
」

阿
部
昌
彦
・
選

　「新春文芸」にたくさんご応募いただきありがとうございました。

　審査の結果、次の作品が入選となりました。（入選者などの敬称は省略）

　なお、すべての応募作品を載せた作品一覧表は各地区公民館でご覧いただけます。また、市ホーム

ページにも掲載しています。

●問い合わせ　中央公民館（マナボーテ村上内）　☎53－2446
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特
　
選

ペ
ン
胼だ

胝こ

も
消
え
て
八
十
屠と

蘇そ

に
酔
う	

前
川
　
有
三

【
選
評
】　
指
先
の
ペ
ン
胼
胝
も
い
つ
か
消
え
、元
気
な
八
十
路
、益
々
意
気
盛
ん
。

佳
　
作

言こ
と

の
葉
の
力
恃た
の

み
つ
年
賀
状	

加
藤
　
博
子

【
選
評
】　
今
年
も
言
葉
を
選
ん
で
、明
る
く
上
品
に
仕
上
げ
た
。

意
を
こ
め
て
日
頃
の
感
謝
初
茶
の
湯	

斉
藤
　
ユ
リ
子

【
選
評
】　
初
茶
会
、年
来
の
感
謝
の
意
を
こ
め
て
の
お
も
て
な
し
だ
。

方ほ
う

円え
ん

の
桶お
け

若
水
の
閑し
ず

か
な
り	

秋
山
　
悌
義

【
選
評
】　
井
戸
端
に
置
か
れ
た
方
円
の
桶
、清
ら
か
な
若
水
が
閑
か
。

朱
の
膳
に
ま
ど
う
三
代
年
迎
う	

稲
垣
　
康
子

【
選
評
】　
美
し
い
朱
の
お
膳
に
三
世
代
が
集
う
。お
目
出
度
い
景
だ
。

俳
句
「
新
春
雑
詠
」

齋
藤
謙
歩
・
選

特
　
選

勝
利
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
年
が
明
け	

松
浦
　
昭
一

【
選
評
】　
自
・
公
与
党
の
圧
勝
で
、総
理
は
快
こ
こ
ろ
よい
美
酒
に
酔
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

佳
　
作

初
詣
い
く
ら
上
げ
た
ら
御ご

利り

益や
く

が	

伴
田
　
　
寛

【
選
評
】　
お
賽
銭
の
多
寡
で
は
な
く
、あ
な
た
の
こ
れ
か
ら
の
努
力
次
第
だ
と
神
は
宣
う

て
お
ら
れ
る
。

消
費
税
つ
け
て
欲
し
い
な
お
年
玉	

菅
原
　
誠
二

【
選
評
】　
消
費
税
も
上
が
っ
た
こ
と
だ
し
、お
年
玉
も
上
げ
て
欲
し
い
と
言
う
子
供
の
言

い
分
で
あ
ろ
う
。

喉
仏
無
事
に
通
れ
よ
雑
煮
餅	

貝
沼
　
ユ
キ

【
選
評
】　
餅
を
小
さ
く
刻
ん
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
う
雑
煮
餅
。高
齢
化
家
族
が
迎
え
る
お
正

月
風
景
で
あ
る
。

愛
車
に
も
二
拝
二
拍
手
一
拝
を	

本
間
　
勝
喜

【
選
評
】　
愛
車
に
も
注
連
縄
を
張
り
、一
年
の
ご
苦
労
に
感
謝
す
る
。今
ど
き
の
お
正
月
の

一
コ
マ
で
あ
る
。

川
柳
「
新
春
雑
詠
」

川
村
雄
一
・
選
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テ
ナ
ン
ス
時
間
を
除
く
）

※
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

　

・
利
用
環
境
の
確
認

　

・
電
子
証
明
書
付
住
基
カ
ー
ド
の
取
得

　

・
電
子
証
明
書
の
登
録
・
再
登
録

　

・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

　

が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
所
得
税
に
関
す
る
こ
と

　
　

村
上
税
務
署
☎
53
‐
３
１
４
１

　
市
・
県
民
税
に
関
す
る
こ
と

　
　

村
上
市
役
所
税
務
課
☎
53
‐
２
１
１
１

　
　

（
内
線
２
２
１
・
２
２
２
）

　
所
得
税
、市
・
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
申
告
会
場
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
。
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
が
行
え
る
よ
う
、
事
前

に
必
要
書
類
を
整
理
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

■
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　

次
の
各
項
目
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す

る
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

納
付
す
る
税
額
が
な
い
場
合
な
ど
は
、
確
定
申

告
は
不
要
で
す
。

【
給
与
所
得
者
】

○
昨
年
中
の
給
与
の
収
入
額
が
２
千
万
円
を
超

え
る
人

○
給
与
の
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

○
給
与
の
年
末
調
整
を
受
け
た
人
で

　

・
給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
を
超
え
る
所
得

が
あ
る
人
（
農
業
、
不
動
産
な
ど
）

　

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、

年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金

額
と
そ
の
他
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20

万
円
を
超
え
る
人

【
年
金
所
得
者
】

○
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る

人
○
公
的
年
金
の
収
入
が
４
０
０
万
円
を
超
え
る
人

【
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
人
】

○
事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
）
や
不
動
産
所
得

な
ど
が
あ
る
人
で
、
昨
年
中
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人

○
土
地
や
建
物
な
ど
の
売
却
に
よ
る
所
得
が
あ

る
人

※
確
定
申
告
が
必
要
な
人
の
ほ
か
に
、
申
告
を

す
る
と
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

※
申
告
の
と
き
必
要
な
書
類
な
ど
は
、
１
月
15

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
確
定
申
告
は
、
便
利
な
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（
電

子
申
告
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
確
定
申

告
書
を
作
成
・
提
出
（
送
信
）
で
き
る
し
く
み

で
す
。

　

主
に
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

・
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
書

類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
で
き
ま
す
。

・
還
付
処
理
が
、
早
期
に
行
わ
れ
る
た
め
、
還

付
金
を
早
く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
確
定
申
告
期
間
中
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
都

合
の
良
い
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。（
メ
ン

２
月
16
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪

申
告
を
忘
れ
ず
に

税理士事務所における還付申告無料相談
　関東信越税理士会村上支部では、下記の日程で還付申告無料相談を行います。（要予約）

　対象：年の途中に退職した人、医療費控除を受ける人（給与所得者、年金所得者のみ）

　相談受付時間：午前10時～午後４時

２月５日㈭� � 鈴木　信嘉　税理士事務所� 村上市羽黒口10番31号� ☎52－3326
� 村山　　誠　税理士事務所� 村上市山居町二丁目５番26号� ☎53－2620
� 金子　　謙　税理士事務所� 村上市堀片３番29号� ☎53－2218
� 種部　義秋　税理士事務所� 村上市田端町13番19号� ☎53－7775

２月６日㈮� � 宍戸由喜夫　税理士事務所� 村上市岩船横新町２番２号� ☎56－7708
� 瀬賀　　良　税理士事務所� 村上市福田349番地� ☎66－5128
� 伊藤三五郎　税理士事務所� 関川村下関12番地２� ☎64－1486

詳しくは、e－Taxホームページ
をごらんください。

イータックス
http://www.e - tax.nta.go.jp

検 索検 索

お
願
い

　

六
斎
市
の
日
（
２
と
７
の
つ
く
日
）
と

市
議
会
の
開
催
日
は
、
本
庁
市
役
所
駐
車

場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

や
相
乗
り
で
来
庁
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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▲▲
円

○○円
△△
円

□□
円

■■円
●●円

平成27年
１月１日現
在村上市に
住所がある申告の

必要はありません

申告の
必要はありません

申告をしてください

申告をしてください
※申告の内容によっ
ては、確定申告が
必要な場合もあり
ます

所得税の
確定申告をした

給与収入
または

公的年金の
収入だけ 平成26年

中に収入が
ある
（※）

支払者から村上
市へ給与（年金）
支払報告書がす
べて提出されてい
る
※報告書提出の
確認は支払者
にお願いします

医療費控除や生
命保険料控除な
ど追加する控除
がある

国民健康保険、後期高齢者医療
保険、介護保険に加入している

遺族年金などの非課税年
金を受給している

所得・課税証明が必要

はい いいえ ここから
市
・
県
民
税
の
申
告

■
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

　

左
図
に
あ
る
設
問
に
答
え
、
ど
ち
ら
か
の
矢

印
の
方
へ
進
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
場
合
、
前
ペ
ー
ジ
の
「
■
確
定
申
告
が

必
要
な
人
」
で
な
く
と
も
、「
申
告
し
て
く
だ

■
事
前
に
資
料
の
整
理
を

　

混
雑
緩
和
の
た
め
、
次
の
資
料
は
あ
ら
か

じ
め
作
成
し
て
申
告
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
収
支
内
訳
書
】

　

営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不
動
産

所
得
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
左
図
を
参
照

【
医
療
費
の
内
訳
】

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支
払
っ
た

医
療
費
の
合
計
額
を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ

い
。
医
療
費
の
領
収
書
は
、
内
容
を
確
認
し

ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
い
」
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・
県
民
税
の
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
年
金
収
入
が
あ
る
人
で
、「
確
定
申

告
が
必
要
で
な
い
人
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
申

告
を
し
な
い
と
、
市
・
県
民
税
が
増
額
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
65
歳
以
上
で
１

４
８
万
円
以
上
、
65
歳
未
満
で
98
万
円
以
上
の

年
金
収
入
が
あ
る
人
は
、
追
加
す
る
控
除
（
生

命
保
険
・
扶
養
な
ど
）
が
な
い
か
、
い
ま
一
度

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

収支内訳書の作成方法

領収書などは・・・

項目ごとに分類・集計して

収支内訳書に記載

　事前資料が作成されていな

い場合は、会場で資料作成を

していただき、再度お待ちい

ただくことになります。

　申告会場での待ち時間を減

らすため、ご理解とご協力を

お願いいたします。

申告は

おはやめに
※�遺族年金や失業給付などの
非課税所得は除きます

△△円 ○○円
売上など
収入合計○円

光熱費△円、修理費■円
経費合計□円

※�様式は、税務署および市税務課・各
支所地域振興課にあります。
　�また、税務署および市のホームペー
ジからダウンロードできます
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青
少
年
期
の
問
題
に
は
発
達
障
害
や
児
童
期

の
問
題
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
場
合
も
多
い
こ

と
か
ら
、
乳
幼
児
期
か
ら
成
人
前
期
ま
で
を
一

貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
作
る
た
め
、

「
村
上
市
子
ど
も
・
若
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
関
係
機
関
の
連

携
や
情
報
共
有
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
に
対
し
て
切
れ
目
の
な

い
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
会
議
設
置
の
背
景

　

近
年
、
当
市
で
も

引
き
こ
も
り
や
ニ
ー

ト
、
発
達
障
害
な
ど

の
青
少
年
に
関
す
る

問
題
事
例
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
要
保
護
児
童
に
対
す
る
支

援
も
中
学
校
卒
業
後
は
支
援
が
行
き
届
か
な
い

状
況
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
少
年

か
ら
成
人
前
期
で
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
へ
支

援
す
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

代
表
者
会
議

　

代
表
者
会
議
は
、
以
下
の
関
係
機
関
等
の
代

表
が
一
堂
に
会
し
、
支
援
に
必
要
な
体
制
の
整

備
や
年
間
活
動
方
針
、
評
価
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

関
係
機
関
（
順
不
同
）

新
発
田
児
童
相
談
所
・
村
上
市
社
会
福
祉
協
議

会
・
村
上
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合

会
・
主
任
児
童
委
員
・
村
上
保
健
所
・
村
上
市

子ども・若者総合サポート会議

0歳～39歳までの子ども・若者に対して

切れ目のない支援に取り組んでいきます

岩
船
郡
医
師
会
・
村
上
市
岩
船
郡
歯
科
医
師
会
・

幼
稚
園
・
村
上
市
小
学
校
長
会
・
村
上
市
中
学

校
長
会
・
村
上
地
区
高
等
学
校
長
協
会
・
下
越

教
育
事
務
所
・
村
上
警
察
署
・
新
潟
地
方
法
務

局
村
上
支
局
・
村
上
岩
船
地
区
保
護
司
会
・
村

上
公
共
職
業
安
定
所
・
村
上
商
工
会
議
所
・
商

工
会
・
岩
船
郡
村
上
市
雇
用
対
策
協
議
会
・
下

越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
村
上

職
業
訓
練
協
会
・
村
上
市
精
神
障
が
い
者
家
族

会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
た
す
け
さ
ん
ぽ
く
・
福
祉

課
・
商
工
観
光
課
・
保
健
医
療
課
・
学
校
教
育

課
・
生
涯
学
習
課
・
各
支
所
地
域
振
興
課

実
務
者
会
議
（
３
部
会
）

　

実
務
者
会
議
は
、
次
の
３
つ
の
部
会
の
関
係

機
関
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

▼
自
立
支
援
部
会

　

主
に
若
者
の
職
業
的
自
立
支
援
を
担
当
し
、

商
工
観
光
課
が
所
管
し
ま
す
。

▼
要
保
護
児
童
対
策
部
会

　

主
に
要
保
護
児
童
の
早
期
発
見
、
保
護
お
よ

び
支
援
を
担
当
し
、
福
祉
課
が
所
管
し
ま
す
。

こ
の
下
に
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
が
あ
り
ま
す
。

▼
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
部
会

　

前
記
２
部
会
の
対
象
者
を
除
く
支
援
を
必
要

と
す
る
対
象
者
を
担
当
し
、
生
涯
学
習
課
が
所

管
し
ま
す
。
こ
の
下
に
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議

が
あ
り
ま
す
。

■
地
区
担
当
者
会

　

支
所
地
域
内
の
支
援
を
必
要
と
す
る
対
象
者

の
支
援
に
つ
い
て
、
担
当
者
で
の
情
報
交
換
な

ど
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
政
策
室
（
内
線
２
３
２
）

☆子ども・若者相談ダイヤル

　（本人と家族の相談）

　月～金　�午前９時30分～
　　　　　午後３時

　木曜日のみ　午後５時まで延長

　☎62－7041　生涯学習課
　青少年健全育成センター

☆児童と家庭に関する相談

　月～金　午前９時～午後４時

　☎53－3201　福祉課
　家庭児童相談室

☆若者の就労に関する相談

　月～金　午前10時～午後５時
　（毎月第２金曜日は除く）

　☎50－1553
　�下越地域若者サポートステー
ション村上常設サテライト

※�いずれも祝日・年末年始を除き
ます

主な相談窓口
お気軽にお電話ください
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消防団員を募集
　消防団は、“自分たちのまちは、自分たちの手で守る”という思いで、日ご

ろから地域の巡回広報などによる火災予防や災害に対する活動、消防水利

の点検を行うなど、地域住民の安心・安全のために活動しています。近年、

地震や豪雨による水害などの自然災害が多発していることから、地域防災

力向上の要として消防団に対する期待は、ますます高まっています。

　あなたも自分たちの地域を守るため消防団に入団し、一緒に活動してみ

ませんか。女性も含め、大勢の人の入団をお待ちしています。

　詳しくは消防本部総務課または消防署各分署へお問い合わせください。

●問い合わせ　消防本部総務課　☎53－7221

村上市消防団神林方面隊

　　　部長　福原　信康

　消防団活動は、地域の防災にとって重要な役割を果たしていますが、県外出身の

私にとっては地域の方々と親しくなる大事な機会となっています。災害等の有事

の際には近隣の助け合いがとても重要ですが、普段の地域住民を守る活動が、実は

自分や家族を守ることにもつながっていることを日々実感しています。社会の一

員として共に地域を守っていきませんか。

私にとっての消防団活動とは

地域の防災
に

あなたのチ
カラを

みんなで安心　みんなの共済

平成27年度 新潟県交通災害共済の会員募集
　会員が、交通事故に遭われた場合に見舞金を支給する、県内全市町村で運営する県民相互救済の制度です。

自転車での自損事故も見舞金の対象となります。

�加入できる人は�
　・県内の市町村に居住している人

　・県外に居住していても県内の家族と生計が同一である人

�会費や見舞金額�
　・会　　費　１人　年額500円
　・見舞金額　�交通災害に遭われた場合、３万円～150万円の見舞金が

支給されます。

　　　　　　　（実際の治療日数が７日以上で請求できます）

�共済期間�
　平成27年４月１日から平成28年３月31日まで
　※４月以降に申し込んだ場合は、その翌日から平成28年３月31日までとなります
�申し込み方法�
　２月中旬にパンフレット加入申込書を各世帯に配布します。加入を希望する場合は、加入申込書に必要事

項を記入の上、会費を添えて市内金融機関や町内会または市役所担当窓口でお申し込みください。

　※�配布時期や取りまとめ方法など、町内や集落によって異なる場合があります。詳しくは担当までお問い
合わせください

●問い合わせ　市役所本庁市民課生活人権室　☎53－2111（内線286）
　　　　　　　または各支所地域振興課市民生活室

家族そろっ
て加入しま
しょう。
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　雪が降り始め積雪が多くなると、ひとり暮らしの高齢者などは、家に

閉じこもりがちになります。雪で足元が悪く、高齢者用の押し車や電動

カートなども動けなくなり、外出しづらくなるためです。

　高齢者だけの世帯では、冬場は日用品の買い物も困難になり、外に出

て近隣の人や友人と会う機会も減ってしまい、日ごろの生活の様子が

わかりにくくなります。

　現在、市内の高齢者のみの世帯は、約5,900世帯あります。高齢者
が、安心して住み慣れた地域に住み続けることができるよう、町内や集

落など地域の皆さんで、声かけやちょっとした除雪の援助などの温か

なご支援をお願いします。

2月は「高齢者見守り強化月間」です

☞例えば、
・ごみ出しなどの「ついでに」の協力が大きな支援につながります

・除雪車が通った後は、お互いさまの心で除雪支援をお願いします

・配布物、回覧板などを届けるときは、声かけをお願いします

・夕方、家の明かりが点いているかの確認もさりげない支援です

・�「風邪をひいていませんか」などと笑顔での声かけも大きな見守
りです

●問い合わせ　介護高齢課高齢福祉係　☎53－2111（内線367）

家庭児童相談室の家庭相談員を募集します
応募資格　　次のいずれかに該当する人

　　　　　　○�大学で児童福祉、社会福祉、児童学などを専修する学科またはこれらに相当する課程
を修めて卒業した人

　　　　　　○社会福祉主事として、２年以上児童福祉事業に従事したことがある人

　　　　　　○上記に準ずる人で、家庭相談員として必要な学識経験を有する人

職務内容　　�児童虐待に関する調査、または子育てに関する悩みやＤＶ（配偶
者等からの暴力）の相談に応じ、必要な指導や助言を行い、関係

機関等と連絡をとりあい、その問題解決にあたります。

募集人数　　１人

勤 務 地　　市役所本庁福祉課

勤務時間　　平日の午前９時から午後４時

任　　期　　平成27年４月１日から平成28年３月31日（再任は妨げません）
報　　酬　　月額144,100円　※通勤費は支給しません
応募方法　　応募用紙に必要事項を記入の上、次のいずれかの方法で提出してください。

　　　　　　①郵送　　　　〒958－8501　村上市三之町１－1　村上市役所　福祉課あて
　　　　　　②窓口提出　　福祉課または各支所地域振興課

　　　　　　　※応募用紙は福祉課、各支所地域振興課地域福祉室に備えてあります。

期　　限　　２月23日㈪　午後５時必着　※郵送の場合は、応募期限日の消印有効とします

●問い合わせ　福祉課福祉政策室　☎53－2111（内線232）

高齢福祉係　渡邉

お近くの高齢者で、いつもと

様子がおかしいなどと感じた

場合には、すぐにご連絡をお

願いします
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誰もが住み慣れた地域で安心して過ごしていくために
～高齢者虐待の防止に向けて～

包括支援センターだより

気づきが早期対応に

　「高齢者虐待」は、どこの家族でも起こる可能性のある身

近な問題です。虐待を早期に発見し問題の深刻化を防ぐた

めには、高齢者のまわりの身近な人たちの『気づき』が大切

です。

気づきポイント

●身体に傷やあざを見つけた

●急に外出が少なくなった高齢者がいる

●汚れたままの衣類を着ている高齢者がいる

●家族から介護の辛さを訴えられた

●�近所付き合いが少なく、訪問しても高齢者に会えない、
または嫌がられる

●�保健・福祉関係者と話をすること、援助を受けることを躊躇している家族
がいる　など

地域の力

　「私がやらなくては」と頑張る人ほど介護の負担を１人で抱え込み、介護疲

れから心ならずも虐待してしまうケースは少なくありません。高齢者の生

活・介護などに関心を持ち、ちょっとした変化に気づいたり、声をかけるこ

とが、介護者の支えや虐待防止にもつながります。

　「虐待かも？」と思った時は、下記にご連絡ください。

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線365）

介護者のつどい
地区 朝日 村上 神林

と　き

２月12日㈭ ２月18日㈬ ２月20日㈮

午後１時30分
～３時30分

午後１時30分
～３時30分

午前９時30分
～11時30分

ところ
グループホーム
ふるさと

市役所本庁
相談室

神林保健
センター

対象者 市内在住の介護者

参加費 100円 無料

申し込み 各開催日の３日前までにご連絡ください。

救急救命士の処置範囲を拡大
　救急救命士が行うことができる医療行為の範囲が拡大されました。

　拡大された医療行為は

・低血糖患者の血糖値測定と点滴によるブドウ糖の投与
・心肺機能停止前の重度（重症）傷病者に対する点滴
の処置です。ただし、これらの処理ができるのは認定され

た救急救命士だけです。

　市では、現在12人の救急救命士が認定され、各救急隊で
平成27年１月1日から運用が開始されています。平成28
年度までには32人の救急救命士全員が認定される見込み
です。

●問い合わせ　消防本部警防課　☎53－7223
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　今年は、60回記念大会として世界陸上選手権で金メダルを獲得した谷口浩美さんをゲストランナーに迎
え開催し、市内外から1,487人のランナーが参加しました。時折雪の降る中、参加者は谷口さんと交流を深め
ながら、新年最初の汗を流しました。

第60回記念
村上市 元旦マラソン大会

大
会
結
果

　

申
し
込
み
時
に
市
内
に
住
所
が
あ
っ
た

入
賞
者
（
氏
名
の
上
の
数
字
は
順
位
）
を

部
門
ご
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
（
敬
称

略
）。
小
学
生
の
種
目
は
10
位
以
内
、
中

学
生
以
上
は
８
位
以
内
で
す
。

※
３
キ
ロ
男
子
30
歳
～
49
歳
、
５
キ
ロ
男

子
40
歳
～
49
歳
に
つ
い
て
は
入
賞
者
が

い
な
か
っ
た
た
め
、
省
略
し
ま
し
た

１
キ
ロ
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

　

１
３
９
組
参
加

２
キ
ロ
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

　

97
組
参
加

２
キ
ロ
男
子
小
学
生
低
学
年

　

１　

鈴
木　

理
夢
（
高
根
）

　

４　

相
馬　

瑚
舶
（
高
根
）

　

５　

斎
藤　

映
瑠
（
岩
沢
）

　

６　

斎
藤　

瑠
生
（
岩
沢
）

２
キ
ロ
女
子
小
学
生
低
学
年

　

４　

本
間　

心
陽
（
松
山
）

　

５　

稲
葉　

芙
夕
子
（
緑
町
一
丁
目
）

　

６　

近
藤　

瑠
海
（
金
屋
）

　

10　

大
滝　

可
南
子
（
大
欠
）

３
キ
ロ
男
子
小
学
生
高
学
年

　

１　

中
山　

純
静
（
大
須
戸
）

　

８　

長
谷
川　

輝
（
松
原
町
四
丁
目
）

３
キ
ロ
女
子
高
学
生
低
学
年

　

２　

佐
藤　

尚
（
関
口
）

　

４　

中
山　

亜
李
璃
（
大
須
戸
）

　

６　

永
田　

茉
紘
（
羽
黒
町
）

　

７　

山
﨑　

葵
（
田
端
町
）

　

10　

萩
原　

愛
莉
（
田
端
町
）

３
キ
ロ
男
子
中
学
生

　

３　

駒
澤　

俊
輔
（
飯
野
西
）

　

６　

齋
藤　

諒
弥
（
藤
沢
）

　

８　

臼
井　

遥
大
（
鳥
屋
）

３
キ
ロ
女
子
中
学
生

　

８　

丸
山　

美
幸
（
瀬
波
温
泉
二
丁
目
）

３
キ
ロ
女
子
高
校
生
以
上

　

３　

木
村　

瑠
璃
子
（
上
山
田
）

　

８　

小
田　

恵
子
（
岩
船
上
浜
町
）

３
キ
ロ
男
子
50
歳
以
上

　

４　

新
井
田　

和
信
（
大
欠
）

　

６　

石
山　

德
吉
（
切
田
）

５
キ
ロ
男
子
中
学
生

　

４　

東
海
林　

悠
哉
（
飯
野
三
丁
目
）

　

６　

鈴
木　

明
晴
（
長
政
）

５
キ
ロ
男
子
高
校
生
～
29
歳

　

３　

舩
山　

拓
海
（
岩
船
中
新
町
）

　

６　

陣
谷　

和
宏
（
岩
船
上
大
町
）

５
キ
ロ
男
子
30
歳
～
39
歳

　

６　

海
沼　

智
（
関
口
）

　

８　

関
口　

進
也
（
新
町
）

５
キ
ロ
男
子
50
歳
～
59
歳

　

３　

山
田　

和
雄
（
坂
町
）

　

５　

鈴
木　

政
信
（
中
原
）

　

６　

磯
部　

利
也
（
九
日
市
）

５
キ
ロ
男
子
60
歳
以
上

　

２　

佐
藤　

敬
一
（
藤
沢
）

　

５　

木
村　

晴
夫
（
瀬
波
中
町
）

　

７　

内
山　

武
夫
（
海
老
江
）

５
キ
ロ
女
子
高
校
生
～
39
歳

　

１　

近
藤　

真
咲
（
浜
新
保
）

　

３　

山
脇　

悠
（
松
原
町
四
丁
目
）

５
キ
ロ
女
子
40
歳
以
上

　

４　

佐
藤　

小
百
合
（
塩
谷
）

10
キ
ロ
男
子
高
校
生
～
29
歳

　

１　

熊
倉　

優
介
（
山
口
）

　

４　

本
間　

寿
也
（
下
新
保
）

　

６　

髙
橋　

塁
（
十
川
）

　

７　

桜
井　

隼
（
福
田
）

10
キ
ロ
男
子
30
歳
～
39
歳

　

３　

立
花　

勝
（
瀬
波
温
泉
二
丁
目
）

10
キ
ロ
男
子
40
歳
～
49
歳

　

７　

佐
久
間　

隆
司
（
藤
沢
）

10
キ
ロ
男
子
50
歳
～
59
歳

　

２　

須
貝　

学
（
大
津
）

　

６　

齋
藤　

正
幸
（
藤
沢
）

　

８　

長
谷
川　

伸
次
（
二
之
町
）

10
キ
ロ
男
子
60
歳
以
上

　

７　

小
田　

國
雄
（
山
辺
里
）

10
キ
ロ
女
子
高
校
生
～
39
歳

　

６　

上
村　

か
な
え
（
松
原
町
一
丁
目
）

10
キ
ロ
女
子
40
歳
以
上

　

３　

山
脇　

牧
子
（
松
原
町
四
丁
目
）

　

８　

近　

て
る
み
（
春
木
山
）

谷口さんとゴールを目指す
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○
女
性
向
け
事
業
の
実
施

　

女
性
向
け
事
業
の
一
部
と
し
て
、「
フ
ラ
ダ

ン
ス
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
女
性
向

け
事
業
を
定
期
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
望
を
受
け
て
実
現
し
た
事
業
で
、
月
に
２
回

程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

こ
ん
な
効
果
が
生
ま
れ
ま
し
た 

　

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
職
員
が
指
導
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
体
育
館
に
足
を
運
ぶ
こ
と

の
な
か
っ
た
人
た
ち
に
参
加
い
た
だ
き
、「
ス
ッ

キ
リ
し
た
！
」「
次
の
日
、
体
の
調
子
が
と
て

も
よ
か
っ
た
！
」
な
ど
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
紹
介
⑤

こ
ん
に
ち
は

で
す

さ
ん
ぽ
く
ス
ポ
ー
ツ
協
会

 

ス
ポ
ー
ツ
で
山
北
地
区
に 

 

元
気
と
活
気
を
！  

　

さ
ん
ぽ
く
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、「
山
北
地
区

が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
元
気
に
な
り
、
山
北
地

区
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
活
気
づ
く
」
と
い
う

理
念
を
掲
げ
平
成
26
年
３
月
20
日
に
設
立
し
ま

し
た
。

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
と
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
事
業
を
行
い
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
し
ず
つ
教
室
の
参
加
者
が
増
え
、

参
加
者
同
士
が
会
話
を
し
た
り
、
お
や
つ
を
渡

し
合
っ
た
り
と
、
参
加
者
間
の
交
流
が
深
ま
っ

て
い
ま
す
。

 

今
後
の
取
り
組
み 

　

今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
と

並
行
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
活
動
を
よ
り
一

層
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
愛
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
な
る
よ

う
、
さ
ら
に
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

山北めぐり～蒲萄峠編～
（健康ウオーク）

巡回　腰痛姿勢改善教室

フラダンス教室

スポーツ少年団体力づくり事業

（コーディネーショントレーニング）
 

こ
ん
な
事
業
を
し
て
い
ま
す
♪  

○
地
域
に
密
着
し
た
活
動

　

山
北
地
区
は
面
積
が
広
く
、
集
落
が
点
在
し

て
お
り
、
高
齢
化
が
進
む
現
状
か
ら
、「
巡
回

腰
痛
姿
勢
改
善
教
室
」
や
「
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

教
室
」な
ど
、集
落
に
出
向
い
て
の
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

設
立
以
前
は
、
集
落
に
出
向
い
て
の
健
康
づ

く
り
事
業
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
の

皆
さ
ま
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

みんなでスポーツを楽しみましょう！

●�

問
い
合
わ
せ

　

さ
ん
ぽ
く
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

府
屋
１
７
７
‐
１
（
山
北
総
合
体
育
館
内
）

　

☎
77
‐
２
８
２
８
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絶品の塩引き鮭に長蛇の列
12月13日㈯　寝屋漁港

スマートフォンで快適便利なケータイ生活
12月18日㈭　神林地区公民館

コミュニティビジネスでまちづくり
　11月30日㈰～
　あらかわ地区まちづくり協議会（育成部会）

　塩引き鮭を即売する恒例の「イヨボヤまつり」。18
回目となる今年は、1,100本の塩引き鮭が用意され、市
内外から650人が訪れ賑いました。普段は魚の競りが
行われる「荷捌場」には、開会前に１本のロープが張

られ、まるでマラソンのスタート場面のよう。開会の

合図と同時に鮭に向かって走り出す様子は、この時季

の風物詩となっています。

　高齢者向けスマホの使い方を学ぶ教室が開催され、

16人が参加しました。NTTドコモのインストラクター
から丁寧な指導を受け、楽しくスマホの使い方を学ん

だ参加者たち。「思ったより使いやすかった」「インター

ネットが便利！」などの声が聞かれ、有意義な教室と

なったようです。

　地域資源を活かしたビジネスの手法を学び、あらか

わ地区のまちづくりに繋げてもらおうと、CB（コミュ
ニティビジネス）育成セミナーを４回シリーズで開催

しています。

　第１回目は約30人の参加者が阿賀町や福島県西会津
町を訪問し、過疎地域で農産物の加工・販売や農家レ

ストラン、田んぼアートを中心としたまちづくりに取

り組む団体らを視察しました。終了後のアンケートで

は、「起業家の方々の前向きな姿勢と豊かな発想力に

感動した」、「今後のセミナーが楽しみ」など、多くの

感想が寄せられました。今後は講義を重ね、最終的に

は参加者がコミュニティビジネスを実現させるための

アクションプランの完成を目指します。

　このコーナーは、

市内の協働の取り組

みや話題・活動など

を紹介します。

田んぼアートなどに
取り組む、阿賀町の
NPO法人「コスモ夢舞台」

特産品の数々
※西会津町
「奥川こらんしょ村」
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子
宝・良
縁
に
恵
ま
れ
る「
さ
い
の
神
」

１
月
11
日
㈰　

板
貝
集
落

　

一
刀
彫
し
た
松
の
「
御
神

体
」
を
お
供
え
し
て
子
孫
繁

栄
を
願
う
「
さ
い
の
神
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
雪
が
降
る

あ
い
に
く
の
天
候
の
中
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
は
「
御
神
体
」

に
乗
る
子
ど
も
の
笑
顔
を
見

な
が
ら
、
集
落
の
さ
ら
な
る

子
孫
繁
栄
や
無
病
息
災
を
お

祈
り
し
ま
し
た
。
集
落
総
代

の
菅
原
新
一
さ
ん
は
「
こ
の

さ
い
の
神
で
集
落
の
融
和
が

は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
集
落
で
協
力
し
て
良
い
年

に
し
た
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

スキー授業実施中
１月15日㈭　ぶどうスキー場

ピアノと歌に引き込まれ・・・
12月20日㈯　総合文化会館

一筆に集中！新春書き初め大会
１月９日㈮　砂山小学校

　冬期間の体力向上や雪と親しむことを目的に市内の
小中学校では、スキー授業を実施しています。この日
は、猿沢小学校と神納小学校のスキー授業が行われて
いました。滑り慣れている子、初めてで不安そうな子
など、さまざまでしたが、真剣ながらも楽しそうな様
子で練習をしていました。

　市内外で活動を行っている演劇団体「森の劇場スピ

カ」による音楽劇が上演されました。今回の演目は宮

沢賢治の名作「注文の多い料理店」。２人の若い紳士

と山猫の様子をスピカ独特の世界観で表現し、子供か

ら大人まで約150人の来場者を楽しませました。

　校内一斉の書き初め大会が行われました。先生から

「太く、バランスよく」などの指導を受けながら、真

剣な様子で、一筆一筆集中して取り組んだ児童たち。

「とても集中して疲れたけど、満足できる作品ができ

てよかった」などの声が聞かれました。

市内の出来事をブログ形式で市ホームページで掲載中 村上市　　広報日記 検�索

ウェブで検索して

みてね。
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新
村
上
市
誕
生
か
ら
も
う
す
ぐ
７
年
が
経
ち
ま
す
。
県
内
最
大
面
積

を
誇
る
市
で
あ
る
が
ゆ
え
、
各
地
域
の
文
化
、
風
土
、
方
言
な
ど
は
多

種
多
様
で
、
同
じ
市
内
で
も
天
候
さ
え
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
合
併

に
よ
っ
て
新
た
な
市
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
常
生
活
で
変
化
し
た
と
感

じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
民
の
連
帯
感
や
新
市
と
し
て
の
一
体
感
は
ど
こ
に

感
じ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
出
た
答
え
が
、「
市
民
憲
章
」
で

し
た
。

　

職
場
や
地
域
、
家
庭
や
教
育
現
場
に
お
い
て
、
唱
和
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
市
民
を
一
つ
に
す
る
も
の
と
す
る
べ
く
、
審
議
会
委
員
全
員
が

知
恵
を
絞
り
、
歴
史
と
未
来
へ
の
想
像
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
市
民
憲

章
の
文
章
を
創
り
出
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
の
議

論
は
、
毎
回
白
熱

し
、
時
刻
が
深
夜

に
か
か
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
一
人
の
市

民
と
し
て
市
民
目

線
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
市
民
憲
章

づ
く
り
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ど
う
か
市
民
の

皆
さ
ま
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆　インドクリスタル(篠
し の だ

田節
せ つ こ

子）

◆　世界で最初の音(白
しらかわ

川道
とおる

）

◆　あなたは、誰かの大切な人(原
は ら だ

田マハ）

◆　九年前の祈り(小
お の

野正
まさつぐ

嗣）

◆　秘恋（鳥
とりごえ

越碧
みどり

）

◆　ご破算で願いましては（梶
かじ

よう子
こ

）

◆　旅者の歌[２]（小
しょうじ

路幸
ゆ き や

也）

◆　キミの名前　箱庭旅団[３]（朱
しゅ

川
かわ

湊
みな

人
と

）

◆　青い翅
はね

（吉
よしなが

永南
な お

央）

◆　峠しぐれ（葉
は む ろ

室麟
りん

）

◆　甲状腺の病気（主婦の友社）

◆　認知症の介護に役立つハンドセラピー（鈴
す ず き

木みずえ監修）

◆　すぐに折れる！高齢者の楽しい折り紙レクリエーション（津
つ る

留見
み

裕
ゆ う こ

子）

◆　チョコケーキとクッキー、生チョコレートの本（下
しもさこ

迫綾
あ や み

美）

◆　エコクラフトのバッグ＆暮らしのかご（古
ふ る き

木明
あ け み

美）

○　おばけのソッチ、おねえちゃんになりたい！（角
か ど の

野栄
え い こ

子）

○　魔女バジルと魔法のつえ（茂
も

市
いち

久
く み こ

美子）　

○　十二支のどうぶつ小
こばなし

噺（川
かわばた

端誠
まこと

）

○　かいけつゾロリのクイズ王（原
はら

ゆたか）

○　にがいおくすりのめるかな（深
ふ か み

見春
は る お

夫）

○　みんなでつくっちゃった（長
ちょうしん

新太
た

）

◆中央図書館２月の休館日◆
月曜日　　　　　　　　　２日、９日、16日、23日
第２金曜日（館内整理日）　　13日
蔵書点検（特別整理期間）　　17日㈫～20日㈮
※中央図書館の開館時間
　　火曜～金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

◆…一般書　○…児童書

市民憲章唱和文　はぐくもう　愛と思いやりのこころを　　つくろう　創意に満ちた明るい未来を

　　　　　　　　ひろげよう　伝統と文化　学びのすばらしさを　私たちは元気あふれるまちを目指します

村
上
市
市
民
憲
章
等
審
議
会
　
板
垣
　
真

一
人
の
市
民
と
し
て

雑誌付録プレゼントのお知らせ
　中央図書館にある雑誌の付録を、抽選で45人の方にプレゼントします。
▼応募期間　　２月１日㈰～28日㈯
▼応募方法　　�『図書館通信２月号』の裏面にある応募用紙に必要事項をご記入のうえ、市内図書館（室）

または移動図書館車へ提出してください。（応募用紙は、図書館のホームページからも
ダウンロードすることができます。）

▼発　　表　　３月中旬以降に、本人に連絡いたします。
▼そ の 他　　１）�応募は図書館利用者カードをお持ちの人で、１人１点のみとさせていただきます。

複数に応募された場合は、全て無効となります。
　　　　　　　２）�対象品は、『図書館通信２月号』に掲載し、中央図書館内に実物を展示しています。
　　　　　　　３）応募により預かった個人情報は、ご本人への連絡のみに使用し、連絡後は廃棄します。

●問い合わせ　政策推進課企画政策室

　　　　　　　☎53－2111（内線531）市民憲章に思いを込めて

下渡山からお城山を望む
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※12月11日から１月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口30,982（△45）　33,635人（△45）　�計64,617人（△90）　    22,973世帯（△8）

村上地区
柚葉（ゆずは）	 髙 橋 太 志	 新町
悠太郎（ゆうたろう）	 中 村 哲 也	 新町
ひまり	 佐 藤 駿 輔	 山辺里
仁奈（にいな）	 佐 藤 和 貴	 鍛冶町
匡将（きょうすけ）	 渡 邉 　 亮	 松山
香風（このか）	 近 藤 健 太	 大欠
一瑳（いっさ）	 高 橋 博 之	 若葉町
海人（かいと）	 保 科 良 司	 若葉町
琉楓（るか）	 中 野 敦 史	 飯野二丁目
駿太郎（しゅんたろう）	 清 水 尋 三	 鍛冶町
優人（ゆうと）	 飯 嶋 光 春	 長井町
凪絆（なずな）	 工 藤 和 也	 山居町二丁目
愛奈（あいな）	 板 垣 祐 司	 肴町
ゆに	 梁 　 勇 基	 上相川

荒川地区
柚來（ゆら）	 駒 沢 飛 鳥	 堤下団地
大惺（たいせい）	 鈴 木 　 猛	 田島
結衣（ゆい）	 信 田 拓 志	 海老江
瑞樹（みずき）	 齋 藤 大 樹	 坂町
結菜（ゆいな）	 島 津 　 護	 下鍜冶屋

神林地区
早耶（さや）	 佐 藤 崇 文	 潟端
永人（えいと）	 美 濃 宏 明	 有明
彩未（あみ）	 大 倉 拓 也	 南田中

朝日地区
琉聖（りゅうせい）	 石 田 　 正	 古渡路
大地（だいち）	 島 田 幸 生	 下新保
柚乃香（ゆのか）	 菅 原 健 佑	 あけぼの

山北地区
翔土（しょうと）	 青 木 貴 志	 府屋学校町
陽馬（はるま）	 青 木 貴 志	 府屋学校町

人口と世帯数（１月1日現在） 
（　　）内は前月比

村上地区
小 林 　 満	 65	 山居町二丁目
坂 部 守 孝	 79	 堀片
立 花 　 榮	 84	 田端町
平 山 作 一	 88	 飯野一丁目
佐 藤 豊 暢	 73	 若葉町
本　田　勇次郎	 74	 山居町一丁目
中　山　善太郎	 93	 幸町
峰　田　ミヨシ	 90	 飯野三丁目
細 越 洋 子	 88	 飯野二丁目
石 﨑 キ ソ	 86	 小国町
佐 藤 一 男	 79	 日下
大 倉 泰 次	 88	 早川
髙 橋 鉃 	 93	 上の山
髙　橋　時三郎	 94	 山居町二丁目
石 井 忠 直	 91	 新町
髙 橋 　 郁	 85	 赤沢
丸 山 二 男	 86	 瀬波温泉二丁目
鈴 木 一 男	 73	 岩船新田町
大 越 政 春	 87	 緑町四丁目
松 本 ト シ	 81	 小国町
渋 谷 正 一	 84	 肴町
髙　久　トミ子	 85	 羽黒口
富 樫 末 次	 93	 飯野桜ケ丘
大 竹 博 義	 79	 瀬波中町
齋 藤 美 德	 96	 東興屋

荒川地区
板 垣 武 夫	 106	 金屋
佐久間　カ　ノ	 95	 鳥屋
長 田 ツ ヤ	 82	 荒島
小　島　榮次郎	 83	 金屋
桐　生　サチ子	 72	 大津
長 　 康 平	 67	 坂町
伊 藤 洋 子	 46	 田島
野 澤 酉 滿	 81	 坂町駅前
山 口 　 寛	 77	 金屋
松 田 昭 夫	 62	 坂町

神林地区
長谷部　正　美	 80	 牛屋
鈴 木 久 一	 86	 牛屋
遠 山 ト シ	 86	 宿田
櫻 井 チ イ	 91	 福田
薄 田 辰 次	 83	 南田中
髙 野 良 作	 84	 山田
小 池 善 成	 62	 湯ノ沢

朝日地区
大 田 忠 一	 92	 黒田
佐 藤 陽 一	 67	 布部
鷲　尾　又四郎	 85	 岩崩
鈴　木　江千代	 84	 高根
神 尾 　 正	 80	 塩野町
板 垣 繁 一	 90	 高根
青 山 チ エ	 85	 岩崩
佐 藤 チ エ	 90	 板屋越
山 田 瑞 春	 84	 古渡路
高 橋 金 子	 89	 大場沢
川　村　トリヱ	 93	 川端

山北地区
齋 藤 か な	 86	 勝木
大　滝　ヤスノ	 84	 山熊田
大　滝　ヲケン	 92	 中継
富 樫 忠 雄	 67	 伊呉野
中　村　ハツイ	 92	 寒川
富 樫 梅 吉	 79	 寝屋
石 割 ス ヱ	 98	 寒川
佐 藤 末 吉	 85	 大沢
富 樫 昭 一	 83	 寝屋
板 垣 奈 樹	 41	 朴平
冨 樫 邦 子	 49	 府屋本町
大　滝　ツキヨ	 93	 勝木
大 滝 ヤ イ	 95	 大毎
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今回は、山北地区です今月の 市民キッズモデル

惜しまれつつも現地で最後の「あまめはぎ」
１月６日㈫　大栗田集落

　平成16年、集落に子どもがいなくなったために途絶えて
いた大栗田の小正月の伝統行事「あまめはぎ」。市民有志に

よる保存会が平成18年から継承してきましたが、集落の世
帯数の減少などから10年を節目として、今年で現地での「あ
まめはぎ」を最後とすることとしました。保存会の長谷川勲

会長は、「現地での継続は難しいが、別な機会での保存継承

を検討していきたい。」と話していました。

【記事】

・住所異動の手続きはお早めに

・固定資産税評価替えの年です

・新潟県議会議員一般選挙

・上下水道料金改定ほか

▼「みうちゃん」すてきな看護師

さんになってくださいね▼「らい

とくん」かっこいいポーズだね。

今回の紙面を和ませてくれたの

は、第二保育園に通うこの２人！

みうちゃん

らいとくん

【すきなもの】
　カレー
【おとなになったら】
　かんごしさん

【すきなもの】
　ハヤシライス
【おとなになったら】
　けいさつかん

u２月といえば節分。ずいぶん前になります

が、村上へ来て初めての節分の翌朝、道路に

も豆がまかれているのをみてびっくりした

思い出があります。u豆まきと並んで、節分

の行事として最近すっかり定着した「恵方

巻」。実はまだ食べたことがありません。今

年は１年の健康と無事を祈って試してみた

いと思っています。と○

　人見知りも少なく、いつもニコニコ笑顔の彰悟は、家族の癒やしで

す。よく遊び、よく食べ、よく寝るので、すくすく大きくなりました。

　最近では、お兄ちゃんたちが遊んでいる所に入って行き、一緒に

なって遊んでいます。

　三兄弟仲良く、いつまでも笑顔でいられるように、見守っていき

たいです。
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